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三
八

る
.
階
•級
に

0

が
る
.や
を
確
む
る

i

共
に
、社
會
政
策

^

依
て
艰
時
.社
會
協
同

0'

精
神
を
助
長
す
，
 

る
の
必
要
を
斷
中
る
に
難
か
ら
ざ
る
な

6
^
0

.
戰
狻
兵
卒

V
J

し
て
出
従
し
れ
る

*

が
歸
還
し

て
、勞
働
市
場
に

入
ら

ん
i

す

る

場
合

に
^

日ソ 

勞
働
に
從
ひ
つ
、
あ
る
漭
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
可
き
や
、戰
時

»

カ
の
蒲
弱
.と

爲

れ

る 

職
工
紐
合
ば
如
何
に
し
て
戰
後
組
合
員
中
に
失
業
素
の
潜
加
し
た
る
場
合
に
、其
救
助
を
全
ぅ 

す
る
ゼ
得
る
や
不
：！
や

«

時
緩
和
せ
ら
れ
れ
る
職

H

組
合
の
制
限
的
政
策
は
如
何
な
る
狀
態
の 

下
に
復
舊
せ
ら
る
可

き

や
、戰
前
脒
に
端
を

.
發
し
た
る

.
產
業
同
盟
の
丰
義
は

■
戰
後
に
：復
活
す
可 

き
や
否
や
、是
等
は
何
れ
も
英
國
產
業
社
會
の
前
途

.
に.於
け

る

®

大
問
題
に
し

て
、
吾
輩
が

SI
に 

稿
を

»1

に
し
て
、論
述
せ
ん
と
欲
す
る
所
な

&

‘ 

ネ

露

國

及

極

東

露

領

の

關

稅

政

策

(

上)

堀切善

.
■

兵衞

I

緖

言

從
來
歐
米
各
國
の
經
濟
政
策
、就
巾

.其
關
稅
政
策
を
論
述
せ
る
箸
書
中
に
双
、米

、
»

、
«

の
夫
れ 

を
記
述
す
る
は
普
通
な
れ
ど
も
露
國
に
就
_
て

は

注
寫
を
拂
ふ

.
こ
^

J

S
め

.て
少
な
し
。

^

ir
i

に 

歐
米
諸
國
に
關
し
て
は
硏
究
資
料
亦
少
な
し

f

な
’
さ
.‘い
れ
ど
も
其
植
民
地
の
關
稅
政
策
に
付 

き
て
は
硏
究
上
遺
慽
な
る
點
頗
る

.多
し
。然

も

我
國
は
窿
接
に
歐
米
■
國
ど
隣
接
せ
ず
し
て
却 

て
其
植
民
地
ビ
は

.
0

11

の
間
に
立
て
り
。從
て
將
來

^

#

.
外
貿
易
の
«
展
を
沏
す
る
爲
め
に
は 

是
等

It

米
諸
國
が
東
徉

に
.

於
て
領
有
す
る
其
植
民
地
の
關
：秘
政
‘：策

.に
，
し
て
充
分
考
虛
す
る 

所
無
か
^
可
ら
ざ
る
は
言
を
俟
れ

’
ざ
る

.
所
な
：ち

.

.

今
H

S

東
に
存
ず

'
る
®

立
國
は

*

.
國
を
除
き
そ
：支
；那
ビ
輝
羅
务
る
一
に
過
ぎ
，す
、然

.
も

此

雨

國
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P1
1
3

は
關
税
政
策
上

-
.
に
於
て
.

頗
る
抑
遜
，的

.

態
.
度
.
.
に
出
で
徒
ら
に
_

#

の
隹
.辟
を
高
く
し
て
外
國
的 

を
排
斥
せ
ん

.

と
欲
せ
ざ

' 

る
な
A

M

み
に
®

羅
の
，，例
に
付

&

て
見

る

に
其
關
桃
法
の
胃

® '

に「

外 

國
民

R

M

す
る
.

船
舶
に
て
サ
ィ
ア
ム
王
國
に

.
'輸
X

さ
る
、
物
品
の
税

.

は
其
憤
袼
に
：對
し
三
パ 

丨
セ
ン
ト
を
越
へ
ざ
る
可
し

」

ご
规
定
し
、唯
麥
酒
及

.

酒
類
は

’

ア
ル
コ

1

ル
の
强
度
に
_
り
從
傲 

十
パ
ー
セ
ン

V

を
、越
へ
ざ
る
程
度
に
於
て
課
稞
す

ビ

の
規
定
を
設
け
以
て
僅
か
に
三
パ

1

セ
 

ン
ト
の

.

例
外
を
形
作
る
あ
る
の
み
。斯
の
如
く
輸
入
税
に
付
き
て
は
殆
ん

V

無
稅
に
等
し
き
宵 

欉
な
弋
ょ

6

遍
羅
政
府
は
別
に
輸
出
税
を
規
定
し
て
以
て
國
庫
の
收
入
に
，當

_

て
居
れ
り
。さ
れ 

ど
此
«

出
桃
は
敢

‘

て
外
國
品

_

の
當
國
に
轍
入
せ
ら
る
、
を
版
«
す
る
も
の
に
非
ら
ざ
る
が
故 

諸
外
國
に
對
し
何
等
の
不
都

' 

合
を
生
す
る
事
あ
ら
ざ

る

な
り
。又
支
那
の
如
き
も
近
年
國

K

的 

0

覺
心
發
生
し
所
謂
利
權
闾
收
運
動
の
如
き
時
々
現
は
れ
ざ
る
に
非
ら
-.ざ
れ
と
も
然
も
關
桃 

政
策
に
對
し
偏
務
協
足
の
義
務
を
僉
擔
す
る
が
故
重

'

要
輸
入
品
に
付
倚
ほ
®
め
て
低
度
の
輸 

入
稅
率
を
规
龙
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
也
。而
し
て
是
等
雨
國
が

_

は
，無
稅
に
近
く
威
は
然
ら
ざ
る 

&
?

沪
i t
;

ク.
f e
s

 

®

を
$ c
&

せ
ざ
る
は
決
し
て

*

主
義
を
以
て

0

國
に
最
も
利
益
な

b

 

i

 

思
考
し
た
る
が
爲
め
に
亦
ら
す
し
て
ロ

(

列
强
よ
り
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
て
低
度
の

f t

率
を
設
足

し
た
る
も
の
た

.る
や
明
，
1:
1

な
り
。菩

A

は
.今
玆
に

0

A

貿
易
ビ
保
識
贤
易
の
可
不

M

に
#

き
X

i
 

,々

せ
ん
ど
す
；ろ
者
に
非
す
。唯
自
國
が
自

m

生
義
に
傾

.
く
ど
.

保
議
® c

策

を
®

ff
l

じ

つ
、
6

る
ヒ 

に
論
.
な
く
、
對
外
贸
易
の
相
手

^

が
_
_
貿
爲
を
實
行
す

4

は
我
輸

.
出

質
易
に
取
り
て
極

め
ぞ 

有
利
好
都
合
な
る
を
認
め
ざ
る
能
は

す
。
さ
れ
ば
自
沿
贸
易
論
者
は
獨

&

自
國
が

包
曲

政
策
を 

實
行
す
る
に
滿
足
せ

♦

'
務
め
て
諸

外

國

を
し
て
同
一
政
策
を
實
施
せ
し
め
ん
ビ
欲
す
る
次
飨 

に
し
て
其
相
手
國
が
對
等
の
地
位
に
花
る
文
明
國
な
ら
ん
に
は
.唯
其
爲
す
所
に
放
任
す
る
の 

外
な
け
れ

f
も

，̂
く
も
其
栩
手
國
が

 

'
政
治
上
の
勢
カ
滅
弱
に
し
て
强
歷
的
，手段
を
以
て
之
に 

.

臨
む
を
得

'

る
が
如
き
場
合
に
は

_

國
切
輸
出
品
に
對
し
て
保
，

.

的
高
.

桃
、率
を
规
定
す
る
隹
し 

力
妨
害
す
る
の
常
な
り
、即
ち

n
 

t

戰
郇
以
前
表
で

,

の
我
國
の

.

如
き
實
に
歐
米
.列
國

S

の
協
足 

に
：̂

束
せ
ら
れ
て

/ ^

ふ
が
#

に
我
税

_

を
增
減
す
る

'

を
，得
ざ
り
し
は
全
く
餘
儀

X

 

く
せ
ら

I
 

た
る
0

11
1

政
笟
な
り
し
、ヒ
云
ふ
も
過
言
に
非
す
。八

 
1

卩
の
支
那
、暹
羅
の
如
き

M

露
戰
前
の
我
國 

,
H
C 

p
 

i

t

母
の
下
に
花
る
や

.云
ふ
ま
で
も
な
く

^

^

時しに
‘
英
國

.植
民
她
の

.重

な

る

も

の

は今
：：！ 

何

—

も
保
號
主

'義
を
极
端
ま
で
實
行
し
つ

、

ぁ
る
‘

に
*
拘
ら
ず
獨

^

印
度
は
自

*

政
策
，を>擧
守 

f

つ
、
次
る
は

AI

を
以
て
印

E

人
民
の
利
翁
を
主
と
し
て
割
出
し
^

る
結
架
に
非
す
し
て
本 

绾
叶
滞
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,

,

國
の
.輸
出
贸
.易
の
、利
益
を
主
眼
マ
し
し
ね
る
政
策
れ
.：る
や
疑
本
の
餘

.

地
な
き
な

A

然
る
に
支
那
、遥
羅
、印
度
等
を

.
除
き
極
東

*

く
は

^

洋
、濠
洲
等

*0

歐
米
植
民
地
に

.
至

て

'は

何
れ
も
相
等
の
保
識
税
を
設
け
て
自
國
品 

ざ
る
は
な
し
、殊
に

.
濠
洲
及
«
領
印
度
支
那 

近
年
其
本
國
の
影

*

を
.
受
け
輸
入
_
率
決 

此
問
に
立
ち
て
獨
ぅ
露
國
は

\

ィ
力

ダ 

贸
易
主
義
を
採
用
し
れ
り
し
は
吾
人

06
特 

數
年
來
其
木
國
及
西
部
西
比
利
亜
に
對
し 

に
對
し
®
に

其

稅

申

を
加
重
し
れ
る
に
拘 

し
て
の
み
：は
寬
大
な
る
經
濟
政
策
を
實
施 

せ
ん

V
J

す
る
其
利

&

的
猶
神
ょ
り
出
で

.
ft 

率
の
非
常
に
低
か
り
し
事
實
は
我
對
露
贸 

■
述
す
る
が
如
く
今
囘
の
歐
州
戰
#
に
關
聯 

m

露
領
.に
於
て
無
税
品
た
り
し
多
數
物
品

に
便
宜
を
與
へ
外
國
品
の
輸
入
を
'饥
害
せ
ん
ど
せ 

は
其
甚
し
き
も

.の
に
し
て
米
領
フ
ヒ
リ
ツ
ピ
ン
亦 

し
て
輕
し
マ
し
爲
さ
中

0

以
東
の
東
部
西
比
利
亜
に
對
し
從
來
殆
ん
ど
自
曲 

に
注
意
を
要
す
る
所
な

K
y
.と
す
。而
し
て
露

a

は
' 
十 

て
保
譴
政
策
を
採
用
し
エ
業
品
、

4

製
品
、食
料
品
等 

ら
f'

、獅

.P 

\

ィ
力
.ル
以
束
の
東
部
商
比

.
和
®

に
#
 

し
つ
.、
荷
り
た
る
は
元
：V

J

是
.等
地
か
の
開
.
*
に
資 

る
所
な
る
に
相
®
な
し

レ

す
る
も
兎
に
^
に
其
税 

易
上
：多
大
の
利
益
た

b

し
や
明
か
な

h

、唯
後
段
詳 

し
®'

國
は
財
政
上
一
の
必
寒
を

a
S
V
J

し
て
從
來
極 

に
對
し
新
た
，に
課

.
0

す
る
に
東
、り
し
が
故
我
對
露

」

Ri.

輸
出
品
は
夫
れ
だ
け
打

#

を
受
く
る
に
庚

K
y 

f
t
.
れ
ど
も
然
も
斯
の

.
如
き
は

1

時
の
現
象
年
し 

て
®

人
は
、戰

0

0

歸
の
上
は

.
必
ず
戦
前

.
の
狀
態
に
'復
舊
せ
ん
こ
と
を
#
蟹
せ
ざ

.
る
能
は
ず
。少 

く
，“レ
も
我
.

^

交
當
局
漭
に
花

b

.
て
は今

：！！

よ
り
其
復
舊
に
向
つ
て
露
國
ど
交
渉
し

®
 

く
の
必 

要
ぁ

り

V」

信
ず
る
も
の
な
り
。然
る
に
近

.
來
我
國
は
露
國
を
初
め
交
戰
國
に
多
大
の

®

器
及
‘
®
 

褥
品
を
供
給
し
爲
め
に
輸
出
超
過
在
外
芷
貨
の
激
僧

‘
を
見
る

R

至
.
れ
办

i

て
上
下
慶
喜
措
く 

ざ
る
有
欉
な
れ
ど
も
取
器
及
軍
需
品
の
供
給
の

.
如
き
は
元
よ
り

' 

一
時
の
事
に
し

' 

て
歐
洲
戰
爭 

，終
結
の
上
は

UI

き
績
き
其
輸
出
を
見
る

.
も
の
に
非

t

從
て
埤
,
の
輸
出
壻
邡
は
深
く
賴
み
ミ 

爲
す
に
足
ら
ず
。寧
ろ

'
將
來
に
取

$

て
永
續
的

/
に
我
輸
出
品
れ
る
可
き
，も
の
、
版
路
に
'注
意
す 

る
の
肝
要
な
る
や
言
を
俟
れ
ざ
る
所
な
石
可
し
。附
し
で
將
來
永
續
的
に
我
輸
出
品
た
る
；

「

胃
き 

は
今
囘

.露
國
の
！

|

桃
に
^
り
て
打
擊
を
蒙
り
た
る
も
の
を

_

さ
い
る

.

.可
ら
ざ
る
が
故
戰
後
に 

31
.桃
率
の
掀
廢
を
期
す
る
の
一
事
は
我
當
局
潘
の
大
に
務
め
ざ
る
可

&

ざ
る
所
た
る
.や
言
を 

俟
た
ず
。
®

し
て
今

n

に
至
る

'迄
我
當
局
漭

•
の
念
頭
に
此
問
題
の
存
せ
ざ

^v

し
に

.
非
ら
ざ
る

.も

. 

の
、

如
し
、然
れ
と
も
昨
冬
露
國
の
課
稅
に
對
す
る
我

®

;
よ
り

の
抗
議
は

「

輸
入
桃
は
內
地
消
数 

翁
に
依
り
で
負

*

せ
ら
る
、
は
：經
濟
學
上
爭
な
き
所
な
り
從
て
今

®

の
課
螂
は
ッ
露
國
人

K

0
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4 

負
拔
に
し
て
之
か
爲
め

.

：：：
木

國

民

は

何

等

の

損

失

を

蒙

.る̂

し
と
！

i

む

る
を
#

ず」

と
の
.
露
國 

の
返
答
を
得
て

遂
に

我
®

の

抗

議

は

有

耶

無

.邪

の

間

に0
h
y
去

ら
れ
，た
t

 

V」

云
ふ

^

¥

ー
り
rc 

は
(̂

り」

我
腎
眉
者
の
無
定

12

な
る
に
驚

.

か
ざ
る
を

#
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四
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七55
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八
姻
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ニ
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ニ
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七

七
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九
七
七

四
九
ニ
、
七
〇
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四
ニ
九

1

0
、
九
ニ
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三
六
三
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1

U

O
 

1

九
、
九
九
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五
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七

九 九 九 ■九 一 七i、 ！*、'、、、.'»、 、、. V、
九 办 九一九 六 八 八 五  
〇 〇 〇 八 〇. 五 ニ ，0  

% ^

茧 自 蓝 扮 绝 自

柳 . 服 竹 花 瓶 ニ 錦 ：大 妖
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跑 瓶 遮 船 ル 上、、油 iji

<

ニ
ニ
、〇
〇 

三
、
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一一

九、〇七九

1 

A

S
0

ニ
、
七3£
四
、
一
七
六

.

不
.
,
明 

三
〇"
四
玉
八
；
 

ニ
"
五
七
六 

1
、

八
九
八 

-,

八
"
四
八̂.

v
r
l

1
S:
:

>
九

髮
.

ハ

1、

七
八
五
：

.
、四

四

H
、五
七
五

_

一
、
六
五
 

u
、
、
J 

'
、
f 

了
八
、
七
〇
 

六
—

六

煦
.

以

上

の

外

從

來

有

税

品

にし
て
同
月
同
日
ょ
り
增
率
せ
ら
れ
た
る
は
穀

粉
及
麥

芽
に
し
て 

舊
稅
率

の
、四

五
ょ
り
、
七

〇
に
達
せ
し
め
た

&
。

歐：

のん生以來露國に於て輸入稅を引上げ之が

爲
め
我
對
露
輸
出
に
少
な
か

锴叶卷

(

一二

f

)

論說露關及極设覆の關税政饭
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號
五
一

其
他
の

.

行‘李龅

推 

筇
 

蔬

淡

0

物
.

幾
籍
及
紛
淑
叩
刷
物
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十
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r

I
六)

.論

m

媒
阈
及
桢
艰

m

領
の
關
桃
政
策
， 

第

九

鱗

五

ニ
 

ら

V
J
.

る
障
寄
を
興
へ
つ

-

、
.

あ
，』

こ

V
J
.

之
に

.
依
^

て
明
'
白
な

^

,
ビ
云
'
ふ
可
し
。殊
に

.
吾
.人
の
注
意 

す
可
き
は
貴
易
の
關
係
が
地
理
的
位
置
に

.
依
&
て
影
饗
せ
ら
る

ゝ

の
事
實

i

し
て
、例
へ
ば
關 

衆
の
輸
出
品
は
多
く
米
國
に
向
ひ
、關
西
地
方
は
支
那
南
洋

'
等
に

.其
艇
路
を
開
拓
し
つ
、
有
る 

が
如
し
。
®

し
て

*

_

m

北
£

海
遨
等
の
地
方
は
■露
國
殊
に
極
東
露
領
ヾ
し
»
も
密
接
な
る
資
爲 

®

係
を
靖
し

®

»

、野
爽
米

^

、其
他
の
道
要
對

■
露
輸
出
品
は
多
く
是
等
の
地
方
ょ
り
供
給
せ

&
 

る
、
有
橡
に
し
て
將
來
我
北

H

本
の
經
濟
的
發
展
は
實
に
對
，露
贸
易
の
消
長

i

大
關
係
を
有 

す

る

も

の
と

云
は
ざ

る
を
得
す
、然
る

に
是
等

.
地

方
ょ

&

.
の
對
露
輸
出

.
は
.近
年
に
至
る
迄
殆
ん 

ど
見
る
に

足

；
可

き

も

の
無
き
有
檬
な

り
I

も
數
年
來
漸

ぐ

興
而

目
.を
新
れ

に

す

る

も
の
あ 

り

て

前
途
大
に
舉

；

を
赐
す
可
き
も
の
有
り
た

る
は
明
治
.の
末
年
に
於
て
二
百
萬

圆
蠱

に
過
ぎ 

ざ
り
し
我
對
露
楡
出
が
大
疋
ニ
年
度
に
於
て
は
四
百
八
十
九
萬
^
千
余
则
に
達
し
れ
る
の
事 

實
に

*

0

て
も
之

を

察
知
す
^
に
難
か
ら
ざ

り

し

な

ぅ
、
然

る

に

其
輸
出
が
大
正
三
年
度
に
至 

o

w

九
十
六
离
五
千
圆

'R

減
少
し
た
る
：は
明
か
に
前
記
貿
易

_

害
の
加
は
り
た
る
結
果
な

b
 

V」

斷
せ
ざ
る
を
得
ず
。而
し
て
昨
年
度
及
今
年
度
に
於
て
は
®
帶
の

進
行
と

共
に
露
國
ょ

i

多
：
 

r

の
®:S

i

 

W

注
文
到
逄
し
た
る
が
爲
め
從
て
我
對
露
輸
出

-̂

.激

«

せ
し
-め
た
る
は

見
易

き

0
_

道
理
な
れ
ど
も
然
も
直
接

®

牵
の
坭
因

1:

り
誘
發
せ

>

;

れ
し
輸

.
出
は
戰
爭
の
終
結

V
J

共
に
忽 

ち
終
止
す
る
に
至
る
可
き
は
疑
を
容
れ
ざ
る
所
な

•

.

さ
れ
ば
將
來
永

.遠
に
我
對
露
贸

*

の
伸
展
を

«

せ
ん
' 

ど
欲
せ
过
軍
需
品
供
給
の
.如
き
一
時 

的
現
象

.
に
依
賴
せ
す
じ
て
飽
く
ま
で
常
道
を
迪

6

日
常
生
活

.
に
於
け
る
相
：手方

.
國
民

0

德
要 

ぁ
を
扣
給
す
る
の
方

#1

に
出
で
ざ
る
可
ら
ず
、而
し
て
此
常
道
を
迪
る
爲
め
の
隙
替
物
は

 

一
W
M 

も
早
く
芄
倣
廢
を
期
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
ぅ
、況
ん
や
北

‘
日
本
將

.
來
の
發
展
は
兎
に
狗
、現
花
に 

於
て
さ
へ

H

本
國
中
經
濟
上
の
發
達
最
も

.幼
稚
な
る

.は

.
北
日
本
に

-
外
な
ら
ざ
る
が
故

I

等
地 

方
の
振
典
策

i

し
て
も
亦
對
露
貿
易
の
問
題
を
等
閑
に
附
し
去
る

.
事
を
.
許
さ

U
.る
に
於
て
を 

や
吾
人
は
彼
の

n

露
®

約
及

®

濟
會
議

V
J

稱
す

る

が

如
き
も
の
其
聲
の
み
徒
&
に
大
に
し
て 

其
氣
果
の

*.

し
て
幾
許
な
る
や
を
疑
は
ざ
る
を
得
ざ
る
也
。

 

：

三

—
國
關
親
政
策
の
特
徵 

露
國
の
近
世
關
税
政
策
の
內
容
に
立
ち

.入
P

て
論
述
す
る
に
先
ち
吾
人
は
其
特
徵
ど
認
む 

可
き
諸
點
に
付
さ
て

,

言
し

®

く
を
利
益
な

b
 

i

信
ず
、蓋
し
露
國
の
，關
税
は
興
本

_

に
於
.け 

る

V」
.

極
東
露
領
R

於
け
る
ど
ゝ
を
問
は
す
常
に
是
等

.
の
特
徵
を
具
へ

^

;
る
丰
義
方
針
に
由

h

て
 

.
■
.
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說

露

阈

及
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露

領

の

關

税

政

策
'
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號
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C

r

s

6
' 

■論
,'
'

.

跳
窗
及
獲
露
領
の
關
税
政
馆
. 

第
九
被
ヶ 

左

右

せ
‘

る
れ
ば
な
.

レ
。露

國

近

世

關
_

政
：棄

の
‘

特
：徵
：：笔

}'廣

ら
し
め
ん

〜
す
る
こ
三

1
1
)

保
®

政
策
に
依
ザ
て

^

地
產

_

の
'
發
寧
を
計

&

ん
：と
す
参
こ
ビ

、(

3
 

外
資
輸
入

ビ

B

桃
政
策
を
聯
結
せ
し
め
ん
と
欲
す
る

.こ

.

ビ
。殊
に
.以
上
の
三

H

的
を

同

守
に

0 

行

せ

ん

V
J

す

る

事

之

な

；々。
'

,

.

'

•

 

t

れ
ど
も

®

等
の

3

rl
<

は
必
ず
し

;̂

豫
期
の
免
く
到
達
せ
ら
る
可
き
に
非

す

4

>」

な
れ
ば 

餘
り
に

.
產
業
の
保
誕

'
に
重
き
を
遛
く
に
於
て
は
勢
ひ

'
轍
入
.
桃
率
を
非
.常
に
高
か
ら
し
め
て
典 

結
®

輸
入
を
激
減
し
爲
め
に

.
國
庫
の
收
入
を
失
ふ
可
き
の
み
な
ら

t'

引
き
て
は
益
々
幽

K

經 

濟
を
鎖
國
：的
狀
態
に
陷
る
の
外
無
か
る
可
け
れ
ば
な
ぅ
。然
れ
ど
も
此
三
目
的
た
る
や
先
天
的 

に
相
術
突
背
馳
す
る
も
の
な
の
自
由
論
者
の
主
張
も
一

.

槪
に
信
用
す
可
き
に
#
ら
ざ
る 

'な
り
、即
ち
或

 

一
0

的
に
對
し
極
端
ま
で
之
を
遂
行
せ
ん

 

>」

欲
し
て

一

切
他
を
顧
み
ざ
る
場
金 

は
格
別

#

方
而
，に
適
常
の
，注
意
を
拂
ふ
事
を
怠
ら

ざ

る

に
於
て
は
收
入
ど
保
！

g

i
外
資
.の哪 

用
ぐ
し
は
或
程
皮
ま
で
併
立
す
る
を
妨
げ
ざ
る
也
。郞
ち
禁
止

m

に
#

ら
ざ
る
保
識
稅
は
國

m

の 

收
入
を
增
加
す
可
く
外
資
は
國
內
の
保
擊
せ
ら
れ
た
る
產
業
を
發
達
助
畏
す
る
に
與
つ
て
其 

力
あ
る
可
き
や
疑
を
容
れ

t'
。
 

，，：

:

絮
れ
ど
も
露
國
の
場
合

R

.
於
て
果
し
て
以
上
の
三
目
的
を
阆
時
に

’
達
ず
る
を
得
だ
り
し

^
 

ビ
云

i

に
頗
る
之
を
疑

間

ミ

せ

ざ
る
を

#

ざ
れ
ど
も
兎
に
背
に
：近
世

虜

國

政

治
家
の
趣

想
は 

此
處
に
招
し

.
た
り
し
も
の
、
如
し
、而
し
て
何
れ

.の
國
た
る
を
問
は
ず
凡
そ
製
造

X

業
を
保
謙 

發
達
せ
し
め
て
所
謂
商
工
立
國
に
推
移
せ
ん
ビ
す
る
場
合
に
は
精
製
®
に
對
し
て
最
も
高
稅 

_

を
規
笼
し
、宇
製
品
ょ
り
食
糧
品
に
至
る
に
观
ひ
漸
次
其
稅
率
を
減
ず
る
の
常
な
る
に

_
 

b
 

露
國
に
在
り
て
■は
食
糧
品
及
び
半
製
品

'
原
料
品
の
如
き
は

.
集
供
給
國
內
に
璺
富
な
る
-
爲
め 

殆
ん
と
之
を
外
國
ょ
り

®

入
す
る
の

.
必
要
な
く

'
僅
か
に
茶
、コ

I

ヒ
ー
、ゴ

、
ァ
等
の
熱
帶
摩
物 

を
輸
入
す
る
に
過
ぎ
す
、故
に
是
等
に
對
す
る
重

'
稅
は
寧
ろ

.
收
入
主
•
に
原
く
も
の
ど
見
る
を 

得
可
し
。之
に

.比
す
れ
ば
精

-M

品
は
却
て
比
較

.上
其
税
率
を
引
下
げ
置

{

の
常
な
り
£
れ
鸞
國 

の
攻
く
大
な
る
領

«

を

抱

，擁

す

る

國

家

に

し

て

初

め
T
,
實
行
し
得
る
所
に
し
て
商
工

i
 

0
 

1
 

な
る
ビ
寒
に
國
內
の
人

a

大
に
增
加
し
、其
增
加
し
た
る
入
ロ
を
內
國
產
の
生
活
資
料
の
み
を 

以
て
し
て
は
到
彪
之
を
養
ふ
に

足

ら
中
、同
時
に
其
製
造
エ
業
の
原
料
品
も
之
を
外
國
ょ
り
輸 

入
せ
、ざ
る
可
ら
ざ
る
狀

f

に
在
る
獅

‘逸
、卩
本

#

多
利
等
ビ
■は
頗
る
其
選
を
異
に
す
る
所
な
り
、，
 

今

一

ノ
-
ノ
〇
与
以
後
の
食

&

^

股
刺
及
半
製
品
、製
造
品
の
三
項
目
に
付
き
課
稅
の
中
均
割
合 
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#
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M
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示

せ
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1

八八五
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八九
0
 

1
八九
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1

九
〇
〇 

1

九
〇
五 

1

九
〇
八 

リ，
斯
く
て
露
國
の 

一削七分に達す 

來

0
國
是
仅
り
し 

要
し
た

b

しよ 

i

誠

み

^

る

論
說
谣
國
及
榀
取
露
領
の
關
稅
政
策

婼
九
號

.•n.

メ

.

食
微
品 

三
三
、
一
 

四1
、
1 

近
九
、
六‘ 

六
三>
太
：

' 

七

>
七 

七
三
、
四 

五
◦
、
九

關
稅
收
入
は

原
料
及
半
製
品 

f
1

、七 

一
三
、八
‘

1

八
、三
, 

ニ
四
、
31 

ニ
三
、七
.、

ニ
五
、六 

ニ
五
，ニ

製
遝
卩 

1

六
、
六 

ニ
四
’
九 

ニ
六
、
〇 

ニ
四
、

一

二
四
、
六

U

 

ニ
、
三 

ニ
四
、
八

勿

輸
入
品
價
格
總
額
の
三
割
六

分
，五
厘
に
達
し
國
庫
總
收
入

の 

る

の
事
，實
は
收
入
主
義
に

®'
き

を

置

く

證

奢

認

.
む

るを
#

可

べ

、露
國
從 

領
±
擴

張

、軍
備
充
實
及
び

鐵
道
の
建
設
等
は
年
々
多

額

の
國

庫
支
出
を
必 

卜
、此
必
要
に
應
せ
ん
が
爲
め

出

*

#
る

限
$

關
«

收
入
を
增
加
せ
し
め
ん

4

#

ふ
可
ら
ざ
る
所
な
ぅ

1
C

す
。

但
し

近
.世

露
國
の

關
税
政
策
を
以
て
'偏
に
收
入
主
義
に
由
：る
も
の
、

V
J

■見

做

す

可

ら
ざ

る
は 

論
に
し
て
其
財
政
家
は
之

(:
依

h

て
輸
入
を
制
限
し
て
輸
出
を
促
進
し
以
て
贸
易
闕
係
を

11
K
i
n

i
め

依

以

货
の

流
出
を

.防

ぎ

國
民
經
濟
上
の

權
衡
を
#
%

\

ヒ
企
て
た
る
こ

J

ふ
可

&

ず
。殊

R

ク

ジ
ミ

ァ

戰

爭

0

前
後
ょ

!>
,

1

歐
諸
國
：に
對
す
る

«

 ̂

頓
に
增

刘
し
見
つ
宫

思

の
經
營

に
係

る
鐡
道
.を

初
め

S

■
事

_

に
、素
し
外
國
資
本
の

®!
ル
 

に

輸
入
せ
ら
れ

た
る

も
の
少
な
か
ら

.
ず
、其

.利

拂

は

：年

々

苒

額

に

達

し

ー

ぢ 

ん
が

爲

め
に
は
是
非
：と
も
質
易
上
に

.輸
出
超

:過
を

_
.
出

.せ
し
め
ざ
：る
可

&

贷
.孓
は
歷
，̂

懸
 

贝

政

家

の
倉

頭

を

悩

し
f

t
る
‘.所

に

し
,̂
之
.が

爲
.め
多
々
益
々

輸

入

.稅

を

增

徵

し

てへ
輸
出

を
ね 

制

せ

ん
i

務

め

た
&

含

而

し
T

此
，政

策

は

氣
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